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 ついで燗とホスゲン,チオホスゲン,オルトギ酸エステル寿よびイミデート塩酸塩類との反応を試
 みそれぞれ⑬,1741,偲,σ81を得フ2一メチルチオー5ゴ〔2一(5一ニトロー2一フリール)ビニ
 ール〕一1,3,4一オキサジアゾールσ5)の過酸化1水素酸化では曾31を得た。
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論文審査要旨
 才川勇の論文は多数のニト・フラン系化合物を合成し,それらの化学構造を決定すると同時に多
 岐にわたる化学変化を明らかにしたものである。その結果,強力な抗菌力を有するいぐつかの3一
 アミノー1,2,4一トリアジン誘導体をつくることに成功し,なかでも3一〔ビス(ヒド・キシメチ
 ル)アミノ〕一6一〔2一(5一ニト・一2一フリル)ビニル〕一1,2,4一トリアジンは市販され
 るに至っている。
 まず,1,5一ビス〔5一ニトロー2一フリル)⊥,4一ベンタジエンー3オンアミジノヒドラゾン塩酸塩
 がジメチルオルムアミド中でリン酸一ナトリウム存在下に加熱するとミハエル様閉環反応を行うこ
 とを見出し,その構造を化学反応ならびに各種物理定数を測定することによ匂決定した。さらに閉
 環反応生成物を炭酸水素ナトリウム存在下に加熱するとレト・アルドール様反応を行って3一了ミ
 ノー6一〔2一(5一ニトロー2一フリル)ビニル〕一1,2,4一トリアジン(1)になることを見出
 した。
 以上の閉環反応を多数の1,5一ジ置換一1,4一ペンタジエンー3一オンアミジノヒドラゾン塩酸
 塩につき行って対応した。6一置換一i,2,4一トリアジン類を合成し,閉環反応が起るのに必要な
 構造図子を明らかにし,また得られた合成品,ならびにそれらの多数の誘導体をつくって構造を明
 らかにするとともに坑菌力を試験した。
 つぎに3一アミノー5,6一ジメチルー1,2,4一トljアジンに各種アルデヒドを縮合させていくつ
 かの新化合物を合成し,また大腸菌沿よぴブドウ状球菌に対して強力な抗菌力をもつ前記ニト・フ
 ラン誘導体1にSR基をもつたシステインを付加させてSH阻害作用をしらべた。さらにトリア
 ジン核のかわ塑に2一アミノーピリミジン核をもつた多数のニト・フラン類,語よびニト・チオフ
 ェン類を合成し,それらの薬物学的検討が目下行われている。
 その他,2一アルキルチォピリミジン,2_アミノ_1,3,4_オキサジァゾ_ル,L2,4_
 トリアゾール骨核にビニルニト印フランの縮合した多数の化合物を合成し,それらの構造を開らか
 にし,抗菌力を検討している。
 論文審査にあたっては,まず化学専攻の担当教官が論文内容につき30分の説明を求めンその後30
 分質問を行い,また試験委員が本人に面接した。その結果と以上の論文内容を総合的に判断して,
 才川勇提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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